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1. 平成27年3月期第1四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第1四半期 38,898 3.9 226 △34.3 244 △1.9 165 7.1
26年3月期第1四半期 37,455 5.5 344 69.9 249 △25.7 154 △44.4

（注）包括利益 27年3月期第1四半期 11百万円 （△98.1％） 26年3月期第1四半期 626百万円 （12.0％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

27年3月期第1四半期 10.23 ―
26年3月期第1四半期 9.55 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第1四半期 83,727 45,148 53.9 2,791.47
26年3月期 80,528 45,402 56.4 2,807.18
（参考）自己資本 27年3月期第1四半期 45,148百万円 26年3月期 45,402百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
平成27年３月期の中間配当につきましては、実施をいたしません。また、期末配当予想につきましては、現時点では未定であります。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 20.00 ― 20.00 40.00
27年3月期 ―
27年3月期（予想） 0.00 ― ― ―

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 94,113 18.8 1,592 57.0 1,501 83.2 1,021 101.8 63.18
通期 195,000 14.1 4,000 22.5 3,850 15.6 2,600 22.8 160.75



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料Ｐ3「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成26年４月23日の「平成26年３月期 決算短信［日本基準］（連結）」で公表いたしました第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想に変更はあり
ません。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当
社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期1Q 16,174,000 株 26年3月期 16,174,000 株
② 期末自己株式数 27年3月期1Q 400 株 26年3月期 292 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期1Q 16,173,614 株 26年3月期1Q 16,173,730 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間における世界の経済環境は、米国経済が堅調に推移し、欧州は緩やかながら回復の

傾向にありますが、中国及び新興国経済の成長鈍化などにより、依然として先行き不透明な状況が続いておりま

す。 

 一方、国内では、金融緩和政策による円安・株高は継続し、消費税増税に伴う駆け込み需要とその反動も大き

な影響はないと見られ、円安による輸入原材料費の上昇や人手不足などが懸念されておりますが、緩やかな回復

基調が続いております。 

 エレクトロニクス業界においては、スマートフォンやタブレットなどの成長機器やカーエレクトロニクス市

場が引き続き好調に推移しましたが、パソコン関連や薄型テレビ関連の需要低迷は続き、設備投資関連分野での

新興国需要の回復が遅れるなど、経営環境は、引き続き厳しい状況が続きました。 

 このような環境の中、当第１四半期連結累計期間における当社グループの売上高は、前年同期比3.9％増の

388億98百万円となりました。 

 利益面では、増収であったものの、相対的に利益率の低い製品販売が伸長したことにより、売上総利益は、

同1.2％減の30億88百万円となりました。営業利益は、販売管理費の増加もあり、同34.3％減の２億26百万円、

経常利益は、同1.9％減の２億44百万円、四半期純利益は、同7.1％増の１億65百万円となりました。 

 

セグメント別の業績は、次のとおりであります。 

① 本社

 本社におきましては、車載ビジネスは引き続き堅調に推移したものの、スマートフォン向け、家電メーカー向

けの販売減少に伴い、売上高は225億41百万円（前年同期比10.9％減）となりました。セグメント利益について

も、減収により、１億21百万円（同78.4％減）となりました。 

 

② ASEAN（東南アジア地区）

 ASEANにおきましては、テレビやプリンター向けのビジネスが伸長し、車載ビジネスも堅調に推移したこと

で、売上高は57億14百万円（同12.9％増）となりました。セグメント利益は25百万円（同14.9%減）となりまし

た。 

 

③ GCHINA（Greater China、中国・香港・台湾地区）

 GCHINAにおきましては、引き続き家電ゲーム機器分野や、プリンタービジネスが増加した影響により、売上高

は89億83百万円（前年同期比52.7％増）となりました。セグメント利益は24百万円（前年同期は87百万円の損

失）となりました。 

 

④ その他

 その他におきましては、北米での車載ビジネス拡大に伴い、売上高は16億58百万円（前年同期比35.3%増）と

なりました。セグメント利益は48百万円（同223.5％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は837億27百万円となり、前連結会計年度末と比べ31億98百万円増加し

ております。主な要因としましては、商品の増加55億62百万円であります。

負債は385億79百万円となり、前連結会計年度末と比べ34億53百万円増加しております。主な要因としまして

は、支払手形及び買掛金の増加17億45百万円、短期借入金の増加22億33百万円であります。

 純資産は451億48百万円となり、前連結会計年度末と比べ２億54百万円減少しております。主な要因としまし

ては、為替換算調整勘定の減少１億48百万円であります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、平成26年４月23日の「平成26年３月期 決算短信[日本基準]（連結）」で公表

いたしました第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 会計方針の変更 

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給

付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を加重平均

期間アプローチへ変更しております。 

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四

半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。 

 この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が66百万円減少し、利益剰余金が42百万円

増加しております。また、当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,203 3,017 

受取手形及び売掛金 47,973 45,103 

商品 18,581 24,144 

繰延税金資産 500 453 

その他 1,768 2,572 

貸倒引当金 △76 △69 

流動資産合計 71,950 75,221 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 202 180 

工具、器具及び備品（純額） 310 307 

その他（純額） 13 14 

有形固定資産合計 526 502 

無形固定資産    

その他 569 460 

無形固定資産合計 569 460 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,605 5,705 

繰延税金資産 764 754 

その他 1,117 1,089 

貸倒引当金 △6 △6 

投資その他の資産合計 7,481 7,542 

固定資産合計 8,577 8,506 

資産合計 80,528 83,727 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 15,129 16,875 

短期借入金 13,154 15,388 

未払法人税等 780 42 

賞与引当金 411 256 

資産除去債務 102 109 

その他 1,845 2,248 

流動負債合計 31,424 34,921 

固定負債    

長期借入金 1,500 1,500 

繰延税金負債 6 6 

退職給付に係る負債 2,127 2,089 

資産除去債務 32 32 

その他 34 29 

固定負債合計 3,701 3,658 

負債合計 35,126 38,579 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,251 5,251 

資本剰余金 4,767 4,767 

利益剰余金 35,255 35,154 

自己株式 △0 △0 

株主資本合計 45,273 45,172 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 18 19 

繰延ヘッジ損益 △2 2 

為替換算調整勘定 90 △57 

退職給付に係る調整累計額 22 11 

その他の包括利益累計額合計 128 △24 

純資産合計 45,402 45,148 

負債純資産合計 80,528 83,727 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 37,455 38,898 

売上原価 34,327 35,809 

売上総利益 3,127 3,088 

販売費及び一般管理費    

従業員給料及び賞与 1,008 1,008 

賞与引当金繰入額 262 239 

退職給付費用 104 38 

賃借料 196 199 

その他 1,211 1,376 

販売費及び一般管理費合計 2,783 2,862 

営業利益 344 226 

営業外収益    

受取利息 0 0 

持分法による投資利益 103 103 

その他 5 5 

営業外収益合計 109 109 

営業外費用    

支払利息 17 22 

売上割引 26 17 

為替差損 160 49 

その他 0 1 

営業外費用合計 204 91 

経常利益 249 244 

税金等調整前四半期純利益 249 244 

法人税、住民税及び事業税 147 37 

法人税等調整額 △53 41 

法人税等合計 94 79 

少数株主損益調整前四半期純利益 154 165 

四半期純利益 154 165 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 154 165 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 0 0 

繰延ヘッジ損益 △47 △2 

為替換算調整勘定 433 △150 

退職給付に係る調整額 － △10 

持分法適用会社に対する持分相当額 85 10 

その他の包括利益合計 472 △153 

四半期包括利益 626 11 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 626 11 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  本社 ASEAN GCHINA 計 

売上高                

外部顧客への売上高 25,285 5,060 5,883 36,229 1,226 37,455 － 37,455 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
5,189 364 759 6,313 85 6,398 (6,398) － 

計 30,475 5,424 6,642 42,542 1,311 43,854 (6,398) 37,455 

セグメント利益又は 

損失 
564 29 (87) 506 14 521 (177) 344 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれないTOMEN ELECTRONICS AMERICA,INC.及び株式会社ピー 

ピーエルの事業活動であります。

２．セグメント利益又は損失の調整額(177)百万円は、主にセグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  本社 ASEAN GCHINA 計 

売上高                

外部顧客への売上高 22,541 5,714 8,983 37,239 1,658 38,898 － 38,898

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
9,192 349 774 10,316 130 10,447 （10,447） －

計 31,734 6,063 9,757 47,556 1,789 49,345 （10,447） 38,898

セグメント利益 121 25 24 171 48 219 6 226

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれないTOMEN ELECTRONICS AMERICA,INC.及び株式会社ピー 

ピーエルの事業活動であります。

２．セグメント利益の調整額6百万円は、主にセグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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